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研究テーマ名の付け方

研究テーマ　と　研究の要旨　を100文字程度でまとめて　1/16(金)13:00まで　に班の1人が
Classroom「62期SS課題探究」内の投稿から　Googleformで提出をしてください。
■研究テーマ名の意義
研究の発表や論文において、研究の内容を把握していない他の人達にとって、まずは研究テーマ名こそがその研究の全てであり、発表を聞きたいか、論文を読みたいかを判断する材料です。書籍や映画の題名のように目を惹くものでありつつも、内容を正確に反映したものにしましょう。ここでは、発表や論文を視野に入れた研究テーマ名を決める際の基本の手順を紹介します。

■研究テーマ名の付け方＜手順①　研究の「肝」をはっきりさせる＞
研究テーマ名を決めるにあたって、まずは他の研究との違いを生む「肝」や「売り」が何かを整理していきましょう。あなたの研究を特別なものにしているのは、扱った対象ですか？用いた手法ですか？得られた結果ですか？少なくとも一つはあるはずですので、まずはそれをはっきりさせましょう。もちろん、「この対象に対してこの手法を用いたこと」のように、組み合わせに特徴がある場合もあるでしょう。
聴衆や読者が研究テーマ名から知りたいのは、この「肝」です。他の研究に比べて何が特別なのかを研究テーマ名に記載して知らせない限り、聞きたい、読みたいという気を起こさせることはできません。「先行研究では○○まで進んでいます」「この研究の肝は○○です」とはっきり言えるように、行った研究の独自性を整理することから始めましょう。指導教員や外部の指導者、友人や先輩に相談してみてもよいでしょう。まだこの段階では文字数を気にしなくても構いません。表現を練り上げなくても大丈夫です。とにかく「肝」を表現してみましょう。
	先行研究では「触覚センサを備えた二脚ロボットの開発」まで進んでいます。
⇒扱った対象が肝の例：この研究の肝は「新方式の触覚センサを扱ったこと」です。
⇒手法が肝の例：この研究の肝は「より安定性の高いロボット用走行アルゴリズム」です。
⇒結果が肝の例：この研究の肝は「ロボットの走行速度が１０％向上したこと」です。

	⇒あなたのグループの研究の場合
先行研究）

	
研究の肝）



■研究テーマ名の付け方＜手順②　どこまで到達したのかを表現する語尾を定める＞
「肝」が決まったら、その「肝」について何を済ませたところなのかが分かる到達度表現を決めましょう。到達度表現というのは、例えば、「実現」「解明」「達成」「実証」「証明」「評価」「改善」「作成」「構築」「考案」「解析」「調査」「分類」「予備的実験」「試作」などです。この到達度表現が、タイトルの語尾の候補です。語尾を「研究」とするのは、到達度が分からないのでタイトルにするのは好ましくありません。到達度表現が決まったら、「肝」と組み合わせて文を作ってみましょう。ここでも文字数や表現をそこまで気にする必要はありません。
	例：新方式の触覚センサの実現
例：より安定性の高いロボット用走行アルゴリズムの実証
例：ロボット走行速度１０％向上の達成

	⇒あなたのグループの研究の場合



■研究テーマ名の付け方＜手順③　「肝」をそこまで到達させることの意義や価値を追記する＞
「肝＋到達度の語尾」まで定まったら、次に記載すべきは「そこまでの達成を頑張ったのは何のためなのか」という意義や価値が分かるようにするための説明です。もし手順②までで決めた「肝＋達成度の語尾」の説明だけで、想定する聴衆や読者に対して十分それらが伝わるのであれば追記は不要です。しかし、そうでなければ、「～の実現のための」「～の達成に向けた」「～の改善に資する」「～が可能な」のような、「そこまで到達すれば確かにやる意義があるね」と思ってもらえる内容を追記しましょう。ここでも文字数や言葉遣いを気にする必要はありません。
	例：高感度かつ高耐久の新方式の触覚センサの実現
例：野外での高速搬送の達成に向けたより安定性の高いロボット用走行アルゴリズムの実証
例：消費電力を維持したままでのロボット走行速度１０％向上の達成

	⇒あなたのグループの研究の場合



■研究テーマ名の付け方＜手順④　推敲 (すいこう)する＞
手順③までは、研究テーマ名の情報量を増やすことをやってきました。しかし、ここからは情報量をできるだけ減らさずに、また可能なら情報量を増やしつつ、文字数を調整するための推敲が必要です。すなわち、内容を具体化したり、意味を限定したり、短く切ったりする作業を行います。
	例：感度と耐久性を両立するコイルと磁性エラストマを用いた柔軟触覚センサの実現
例：野外での安定的高速搬送のための走行アルゴリズムの実証
例：追加の電力消費なしでの二脚ロボットの走行速度向上の達成

	⇒あなたのグループの研究の場合



■研究テーマ名の付け方＜手順⑤　最終チェック＞
研究テーマ名だけで意味が分かるか
まずは研究テーマ名が読まれて意味が分かるかどうかを確認しましょう。意味の分からない用語が入っている研究はまず読まれません。研究の中で定義した独自の略語は用いないようにしましょう。
自明情報は省かれているか
一般的に、特に想定される聴衆や読者にとって、書かなくても当然だと判断される内容は省くことが可能です。例えば、「新たな」「発見」「興味深い」「に関する研究」などは、研究を発表や論文にする時点で当然なので省けます。
質問形式でなく、答えを書いているか
質問形式の研究テーマ名は、人目は惹きますが、一方で情報はあえて隠しているので少なくなります。まずはその質問の答えを明確に書くことを検討し、それとの比較で質問形式としてもよいかを判断するのがよいでしょう。慣れないうちは質問形式の研究テーマ名は避けましょう。
過度な期待を持たせないか
よい研究テーマ名とは、そのテーマ名を見た時に想像した研究の内容と、実際に発表や論文から伝わった内容が一致するものです。過度な期待を持たせるテーマ名でも、過少評価を受けるテーマ名でも不適切です。
主観的な表現が入っていないか
読み手によって解釈の分かれる主観的な表現は、研究テーマ名に含めるべきではありません。「特別の」「非常に」「究極の」「素晴らしい」「上手な」などがそうです。

（参考文献）http://www.ams.eng.osaka-u.ac.jp/user/ishihara/?p=592



SS課題探究　今後予定について

◎　合同発表会前　事前発表　 （各グループ 担当教員への発表　（テスト）　）
■日時：1月2０日(火)　、２７（火）（予備日）　　7校時
■場所：各教室
■形式：スライド（Microsoft PowerPoint）を用いた発表
■時間：発表4分
■内容：全体でスライド８ページになるように中間発表で使用したスライドをより良くして下さい。
       ※タイトルはGoogleformの回答と同じにすること。
　　　　　
①研究テーマ、班番号、班員名（全員）
②研究動機情報量は多くなっていませんか？
一目で情報が伝わりますか？


③探究できる問い
④仮説
⑤今後の方針
⑥基礎知識
⑦根拠


○発表の際の注意点(もう一度確認してみよう)
１　基本的な身だしなみに注意する
２　聴き手の方を見て話す　
３　聞き手が聞き取りやすい早さや大きさで話す
4　身振り手振りを使う
5　必ず時間厳守で終わる
６　右ページの評価基準を参考に発表の準備をする



◎今後のスケジュール
	日付
	内容
	詳細

	1月13日
	研究タイトルと要旨作成、発表準備
	1月16日　13：00　 締め切り厳守

	1月20日
	教員向け発表（テスト）、タイトルと要旨修正、発表準備
	1月23日 13：00　 締め切り厳守

	1月27日
	教員向け発表（予備日）、合同発表会準備
	

	2月3日
	1・2年合同発表会
	










■教員向け発表　評価基準
	
	
	非常に良い
	良い
	もう一息

	知識
・
技能
	研究テーマ
	研究テーマと選んだ理由・経緯について、自分の気持ちや考えを述べられている。
さらに、その研究テーマに意義や説得力もある。
	研究テーマと選んだ理由・経緯について、自分の気持ちや考えを述べられている。
	研究テーマは述べられたが、選んだ理由について述べられていない。
または研究テーマについて述べられていない。

	
	探究できる問い
	先行研究等を十分な情報を踏まえながら『探究できる問い』設定している。
	『探究できる問い』は設定しているが、先行研究等を十分な情報がない。
	探究できる問いについて
述べられていない。
あるいは探究できる問いが実現不可能で不適切である。
	

	
	仮説
今後の方針
	課題の解決に期待できる効果・仮説が根拠に基づいて述べられている。
さらに、仮説や今後の方針についても、アイデアに独自性がある。
	課題の解決に期待できる効果・仮説が根拠に基づいて述べられている。
今後の方針についても書かれている
	仮説が立てられていない。
	

	思考力
・
判断力
・
表現力

	発表の様子
	聴き手の方を見ながら、言葉遣い、声の大きさ、話す速度が適切かつ自分の言葉で研究内容を説明している。
	言葉遣い、声の大きさ、話す速度についてはおおむね適切に発表している。
	声が小さく、発表内容が聞き取れない。
	

	
	スライド作成
	期限内に提出され、規定されたとおりの書式で書かれている。
また、伝えたいことを工夫して記述している。
	期限内に提出ができ、概ね規定されたとおりの書式で作成できている。
	期限内に提出できなかった。
	

	主体的に学習に取り組む
態度
	授業姿勢
	興味・関心を持って
毎時間意欲的に
授業に
取り組んでいる。
	授業時間内はまじめに取り組んでいる。
	他のことをしていたり、授業に集中していない時間がある。
	



	実施日　
／　（　）
	天気

	
　　　　班
	
教室
	1年　　組　　番
氏名



